
源
氏
物
語
の
白
氏
文
集
受
容

、

1
調
諭
詩
の
場
合
i

目
 
加
 
田

さ
 
 
く
 
 
を

 
白
氏
文
集
は
、
前
後
続
あ
わ
せ
て
七
十
五
巻
の
大
詩
集
で
あ
る
が
、
歪
な
る

所
以
は
、
単
に
収
め
ら
れ
た
詩
篇
の
多
数
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
元
楓

が
序
で
い
う
よ
う
に

 
比
比
上
書
言
得
失
 
因
為
賀
雨
秦
中
吟
等
数
十
章
 
指
言
天
下
之
事
 
時
人

 
比
之
風
騒
焉

彼
は
頻
り
に
上
書
し
て
行
政
の
得
失
を
論
じ
、
秦
中
吟
等
を
制
作
し
て
天
下
の

事
を
指
し
言
う
、
天
下
万
民
の
困
窮
の
芸
態
を
ま
ざ
く
と
詠
出
し
て
、
天

子
・
為
政
者
の
反
省
を
求
め
る
謁
諭
詩
に
精
魂
を
こ
め
た
。
こ
の
調
弁
詩
を
重

し
と
す
る
、
即
ち
、
花
鳥
風
詠
に
と
ど
ま
ら
ず
、
汎
く
天
下
庶
民
の
暮
し
に
、
，

ひ
た
と
心
を
よ
せ
、
そ
の
痛
苦
悲
惨
を
取
り
除
こ
う
と
渾
身
の
魂
を
そ
そ
ぐ
彼

の
詩
心
の
宏
大
無
辺
い
豊
饒
・
繊
細
・
技
巧
の
精
緻
に
あ
る
。
文
集
冒
頭
巻
一

よ
り
三
四
に
及
ぶ
謁
諭
詩
の
存
在
に
お
も
い
を
い
た
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
彼
の
詩

業
に
は
、
天
下
に
あ
ふ
れ
る
文
字
な
き
民
の
濃
き
を
、
声
に
、
詩
に
う
た
い
あ
、

げ
る
こ
と
、
行
役
に
駆
り
出
さ
れ
る
壮
丁
と
そ
の
留
守
を
守
る
老
翁
堰
・
妻
子

の
暗
い
絶
望
の
日
日
、
こ
れ
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
、
民
政
に
眞
向
か
ら
立

ち
向
う
士
君
子
の
精
神
が
、
背
骨
と
し
て
太
々
と
一
本
通
っ
て
い
る
の
を
刮
目

し
て
よ
み
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

 
東
洋
に
お
い
て
、
詩
は
君
子
、
知
識
階
層
男
子
畢
生
の
大
事
業
で
あ
っ
た
。

行
役
・
苛
虐
詠
求
に
喘
ぐ
民
庶
の
貧
窮
を
、
熱
涙
を
も
っ
て
詠
出
す
る
杜
甫
の

詩
業
が
何
よ
り
も
如
実
に
も
の
が
た
る
。
杜
甫
の
、
た
と
え
ば
、
「
石
壕
吏
」

「
新
婚
別
」
「
無
家
別
」
「
兵
車
行
」
「
前
出
塞
」
等
々
に
接
し
て
は
、
何
人

も
深
い
感
動
が
身
内
に
湧
き
お
こ
る
の
を
覚
え
る
で
あ
ろ
う
q
杜
甫
は
全
精
神

を
詩
作
に
こ
め
て
、
為
政
者
の
心
を
動
か
し
、
良
き
政
治
を
と
り
行
わ
せ
よ
う

と
切
望
し
た
。
白
楽
天
も
亦
、
そ
れ
を
承
継
し
た
詩
人
で
あ
っ
た
。
た
と
え

ば
、
後
世
、
万
暦
丙
午
孟
秋
、
重
刻
白
煙
長
講
集
に
序
し
た
呉
郡
の
婁
量
子
柔

．
が
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
．

 
「
其
於
作
者
之
指
無
黒
糖
窺
 
面
隠
以
杜
子
美
為
宗
師
 
錐
渾
洒
雄
偉
未
足

 
庶
幾
 
要
為
能
言
其
所
欲
言
突
 
出
口
公
之
所
以
自
警
其
意
者
 
尤
曲
調
諭

 
楽
府
諸
篇
…
…
…
：

中
国
に
お
け
る
偉
大
な
詩
業
の
間
に
1
詩
経
、
学
会
、
杜
甫
、
白
楽
天
と
承

継
さ
れ
た
油
墨
、
課
諌
の
詩
精
神
は
、
そ
の
ま
㌧
我
が
山
上
憶
良
に
う
け
つ
が

れ
、
貧
窮
問
答
歌
・
熊
凝
歌
（
恐
ら
く
は
志
賀
白
水
郎
歌
も
）
等
の
詠
歌
が
制

作
さ
れ
る
。
十
世
紀
に
は
善
居
逸
の
意
見
封
事
十
ニ
ケ
條
、
藤
保
則
伝
に
そ
の

精
神
は
脈
々
と
流
れ
、
そ
の
後
は
、
筐
底
に
秘
め
ら
れ
た
日
記
の
形
で
、
宇
多
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源
氏
物
語
の
白
氏
文
集
受
容
 
一
楓
諭
詩
の
場
合
1

 
．
 
、

、



哀
記
・
小
右
記
．
春
記
等
に
、
歴
史
物
語
の
姿
を
と
っ
て
は
大
鏡
へ
と
流
れ
て

い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
既
に
拙
著
、
「
大
鏡
論
一
漢
文
芸
作
家
圏
に
お
け
る

政
治
批
判
の
系
譜
1
』
に
詳
述
し
た
と
こ
ろ
。
再
び
調
諭
詩
に
も
ど
っ
て
考
え

て
み
よ
う
。
白
氏
文
集
は
次
の
目
次
で
編
纂
さ
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
！

巻
一
～
巻
四
 
颯
諭

巻
町
～
黒
八
 
間
適

巻
九
～
巻
＋
二
 
感
傷

曝
＋
三
～
巻
堪
 
律
詩

瞭
冊
八
～
巻
七
〇
詩
賦

源
氏
物
語
の
白
詩
引
用
を
表
示
す
れ
ば
、
，
右
の
よ
う
に
、

ん
で
、
颯
諭
・
感
傷
・
律
詩
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。
実
は
、
源
氏
引
用
詩
人

歌
人
申
、
白
楽
天
が
最
高
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
次
の
諸
点
で
あ
ろ
う
。

A
 
先
ず
、
謁
諭
の
詩
は
、
鶏
糞
四
巻
の
各
巻
に
わ
た
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る

 
 
こ
と
。
し
か
も
9
回
と
い
う
高
い
頻
度
で
あ
る
こ
と
。

B
 
次
に
は
、
感
傷
詩
四
巻
の
7
回
引
用
で
あ
る
。
長
恨
歌
が
源
氏
物
語
中
、

 
 
桐
壼
2
回
、
夕
顔
i
回
、
．
葵
一
回
、
幻
'
-
回
と
計
5
回
繰
り
か
え
し
引
用
さ
れ

 
 
て
い
る
こ
と
。

 
 
桐
書
巻
更
衣
残
後
の
條
は
、
長
恨
歌
の
世
界
を
裏
打
ち
し
た
と
こ
ろ
の
、

 
 
表
裏
の
二
重
構
造
で
桐
聖
帝
・
桐
壼
更
衣
死
別
の
感
傷
場
面
が
造
形
さ
れ

 
 
て
い
る
こ
と
。

C
 
律
詩
は
二
十
五
回
豊
中
 
1
4
回
・

D
 
間
適
詩
は
四
巻
と
も
に
引
用
な
し
。
 
E
 
詩
賦
三
十
三
巻
引
用
な
し
。

 
A
颯
諭
詩
の
引
用
の
問
題

巻
一
1
巻
二
2
巻
三
3
巻
四
3
 
計
 
9
回
9
一
4

巻
五
〇
巻
六
〇
巻
七
〇
巻
八
0

巻
九
〇
巻
十
1
巻
＋
一
〇
巻
＋
二
6
．
計
 
7
回
 
エ
4

巻
＋
三
1
巻
＋
四
3
巻
＋
五
〇
巻
＋
六
2
巻
＋
七
1
巻
＋
八
0
巻
克
2

巻
廿
0
巻
廿
里
…
ひ
翠
蓋
-
巻
見
-
巻
葉
-
…
…

0
 

、
 
 
 

計
1
4
回
1
4
「
2
5

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
4
首
が
三
十
回
に
及

 
白
氏
文
集
に
お
い
て
、
調
諭
が
開
巻
舅
頭
四
巻
を
占
め
る
と
い
う
事
実
の
意

義
に
つ
い
て
、

 
作
家
の
側
か
ら
い
え
ば
、
白
楽
天
が
調
諭
詩
を
い
か
に
重
視
し
て
い
た
か
、

そ
れ
を
如
実
に
も
の
が
た
る
も
の
で
あ
る
。

 
受
容
者
、
即
ち
読
者
（
こ
こ
で
は
日
本
の
平
安
朝
も
十
世
紀
末
、
紫
式
部
と

い
う
一
読
者
の
側
か
ち
み
よ
う
。
そ
れ
迄
、
白
詩
の
著
名
な
詩
句
は
父
の
口
か

ら
、
し
ば
く
耳
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
は
じ
め
て
、
文
章
生
出
身
漢

詩
人
為
時
秘
蔵
の
白
氏
文
集
の
披
見
を
許
さ
れ
た
式
部
は
、
胸
の
高
鳴
り
を
お

し
し
づ
め
、
並
々
な
ら
ぬ
期
待
と
緊
張
を
も
っ
て
ひ
も
と
い
た
で
あ
ろ
う
。
開

巻
。
ま
つ
目
に
つ
べ
「
調
諭
」
・
の
巻
名
。
し
か
も
四
巻
つ
づ
く
。
そ
の
詩
百

六
十
四
篇
は
、
何
れ
も
ず
っ
し
り
と
重
く
厳
し
い
入
生
の
詩
で
あ
る
。
今
迄
式

部
が
馴
染
ん
で
き
た
和
歌
の
そ
れ
と
は
全
く
異
質
の
世
界
が
展
ら
け
た
の
で
あ

る
。
古
今
集
二
十
巻
（
春
上
下
・
夏
・
秋
上
下
・
冬
・
賀
・
離
別
・
輪
旅
・
物

・
名
・
四
一
～
五
・
哀
傷
・
雑
上
下
・
雑
体
・
大
歌
所
記
）
と
、
同
じ
詩
歌
で
あ

り
な
が
ら
、
何
と
違
っ
た
世
界
、
，
苦
し
く
、
生
々
し
い
息
吹
の
き
こ
え
る
詩
で

あ
ろ
う
か
。
有
為
の
才
を
も
つ
と
自
負
し
な
が
ら
、
壮
年
に
し
て
「
洛
中
通
雲

翁
」
と
自
認
せ
ぎ
る
を
え
な
か
っ
た
父
三
時
の
、
貧
し
く
馨
屈
し
た
日
々
が
、

そ
こ
に
は
そ
の
ま
㌧
詠
出
さ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
「
悲
哉
行
」
「
四
馬
」

に
接
し
た
時
、
式
部
の
心
は
一
瞬
、
奮
い
た
っ
た
で
あ
ろ
う
。
調
諭
四
巻
が
式

部
に
与
え
た
感
動
と
共
感
の
深
さ
を
お
も
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

○
式
部
の
披
見
の
通
り
あ
と
づ
け
て
み
よ
う
。

 
巻
一
颯
諭
一
「
賀
・
雨
」
よ
り
は
じ
ま
る
。
式
部
は
先
ず
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な

詩
題
に
一
驚
し
た
で
あ
ろ
う
。
古
今
集
は
立
春
か
ら
で
あ
る
。

（26）



①
賀
雨
（
元
和
三
年
冬
よ
り
細
末
ま
で
早
。
「
罪
己
詔
」
を
下
し
た
。
七
日
に
し
て
昼
夜
三
日
の
降
雨
。
王
者
心
難
詰
與
レ
衆
同
…
）

2
読
張
籍
認
府
F
（
二
君
の
詩
は
「
放
逸
君
謳
べ
く
…
…
」
を
颯
す
べ
く
「
棄
臣
」
を
）

葵
尾
頭
岨
騰
評
礪
、
諌
司
に
つ
か
せ
邪
轟
蝕
む
べ
か
り
し
）

4
-
三
宅
、
 
源
氏
物
語
夕
顔
巻
引
用
 
 
ち
夢
仙

魏
峯
（
田
家
の
労
苦
、
貧
し
い
子
持
ち
の
婦
人
の
疲
弊
せ
る
様
、
吏
禄
三
百
石
の
身
は
 
私
自
偲
、
鑑
日
不
能
忘
）

7
題
海
図
屏
風

義
麟
鍵
菅
野
蕪
鹸
四
切
三
三
欝
）

9
摩
琴
 
1
0
李
都
尉
古
海

11

_
居
寺
孤
影
（
立
身
者
孤
婦
当
如
此
）

12

梵
E
府
新
書
蓮
（
「
託
根
非
其
所
不
如
遭
棄
掲
」
人
事
も
蓮
と
同
じ
）

η
月
夜
登
閣
避
暑
（
暑
熱
に
さ
い
し
「
将
・
何
幹
回
計
器
こ
と
な
げ
く
）

 
 
 
 
 
 
天
子
を
諫
め
る
官
に
つ
い
た
責
任
の
自
覚
。
杜
甫
・
陳
子
昂

⑭
初
授
拾
遺
 
才
名
括
天
地
当
時
非
不
遇
、
尚
無
過
官
位
、
口
絵
属
目
者
寵

 
 
 
 
 
 
至
不
自
意
驚
近
白
日
光
、
暫
非
青
雲
器
・
…
：

非
常
な
感
激
と
自
覚
を
詠
み
出
し
て
い
る
。

15

｡
元
三
 
 
1
6
爽
劉
敦
質
 
 
1
7
答
友
問

・
1
8
雑
輩
三
首
「
楚
王
多
内
寵
蛍
雪
選
墳
妃
磁
路
從
禽
楽
…
…
」

碧
蕎
山
北
村
（
鞭
響
鞍
特
認
翻
姐
殊
輪
我
席
上
酒
）

2・

ﾇ
響
（
課
醸
翫
踊
灘
搬
悲
糞
、
為
國
者
不
得
美
時
、
）

源
氏
物
語
の
白
氏
文
集
受
容
 
一
誠
諭
詩
の
場
合
1

襲
著
作
（
鐵
露
盤
綴
議
藤
鵬
難
雑
雛

 
 
 
 
 
 
道
傍
一
石
婦
無
記
亦
無
銘
…
…
日
月
孝
且
貞
十
五
嫁
遊
人
十

⑳
蜀
路
石
婦
 
六
夫
征
行
夫
行
二
十
載
婦
独
守
孤
螢
其
三
論
父
母
老
病
不
安

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
如
礼
経
…
夫
行
騰
不
帰
婦
徳
韓
光
明
…

 
 
 
 
 
 
寧
其
婦
執
婦
道
一

23
ﾜ
三
頭
 
 
2
4
登
楽
遊
園
望

25

V
元
九
対
新
栽
三
二
憐
見
寄

26

ｴ
鶴
 
 
2
7
春
雪
．

肥
高
欝
（
富
貴
人
所
愛
…
…
七
十
懸
車
蓋
我
年
錐
未
老
歳
月
亦
云
逸
預
恐
鞄
三
時
貧
栄
不
能
退
）

29

忠
ｲ
丹
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'

30

｡
内
…
…
我
亦
貞
三
士
與
君
新
結
婚
嘉
保
貧
與
素
借
老
同
欣
欣

31

�
p
ｶ
 
質
誼
契
時
事
防
籍
契
路
岐
唐
生
今
回
契
盛
代
同
其
悲
唐
生
者
何
人

 
五
十
寒
且
餓
 
不
悲
口
無
食
 
不
三
身
無
衣
 
所
講
書
與
義
 
悲
甚
則
契
之

 
三
尉
撃
盗
賊
日
 
尚
書
叱
盗
時
 
大
夫
世
譜
冠
…
…
審
尋
如
此
事
声
発
涕
斬

 
随
・
-
…
我
亦
君
博
徒
醗
青
葉
所
為
不
能
発
声
契
韓
作
楽
府
詩
 
篇
篇
無
空
文

 
句
句
落
蓋
規
功
高
聖
人
箴
蒸
器
騒
人
辞
非
求
宮
律
語
不
務
文
字
奇
惟
歌
生
民

病
願
得
天
子
知
未
得
天
子
知
甘
受
時
人
悟
得
良
気
味
苦
琴
淡
音
声
稀
不
惑
権

 
豪
怒
亦
任
親
朋
餓
寛
無
奈
何
呼
作
狂
男
児
・
“
：
-

32

搏
o
ﾕ
二
首
 
 
3
3
問
友

⑳
悲
哉
行
 
悲
哉
為
儒
者
力
学
不
知
疲
…
…
成
名
篇
爆
管
…
…
沈
沈
朱
門
薫
製

 
有
乳
臭
児
黒
蓋
如
婦
人
光
明
膏
梁
肌
 
手
観
護
書
巻
身
重
撮
戎
衣
二
十
襲
封

爵
…
…
三
三
博
徒
飲
暮
有
娼
三
期
-
-
声
色
狗
増
価
一
無
知
山
回
與
澗
松
地

、
勢
随
能
界
古
来
無
奈
何
…
…
非
君
傷
悲

古
来
い
か
ん
と
も
す
る
こ
と
な
し
、
君
の
み
独
り
傷
み
悲
し
む
こ
と
で
は
な
い
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の
だ
、
と
絶
望
の
坤
き
を
な
げ
つ
け
る
。
父
年
時
の
苦
渋
の
懐
が
そ
の
ま
㌧
そ

こ
に
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

35

∮
｡
 
訣
俵
の
輩
と
妖
婦

36

咜
37

恍
ｹ
夜
暗
 
母
を
喪
っ
て
な
く
慈
鳥
の
哀
切
な
平
声
…
…
慈
鳥
鳥
中
之
曽
参

38

h
詩
示
劉
里

39

ﾑ
地
黄
者
 
麦
三
春
不
雨
、
禾
掲
秋
早
霜
、
歳
曼
無
口
食
田
中
采
地
黄
…
…

 
 
 
 
 
 
 
カ
ヘ
テ
 
ノ
 
 
 
ニ
 
ハ
ン
 
・
ハ
ナ
ハ
ダ
 

タ
ル
 
ヲ

 
 
 
 
 
 
願
易
二
馬
田
粟
一
救
二
此
苦
 
磯
腸
τ
…
ポ

民
の
飢
寒
の
さ
ま
を
詠
出
し
え
て
生
々
し
い
。

40
焔
?
ｾ
行
路
 
 
4
1
郡
紡
張
徹
落
第
 
 
4
2
送
王
座
士

 
 
 
 
 
 
八
年
十
ご
月
五
日
雪
紛
紛
 
竹
柏
皆
凍
死
、
況
彼
海
船
雨
注

43
ｺ
居
苦
寒
 
観
村
閻
閲
、
十
室
八
九
貧
、
北
風
利
如
劔
、
布
架
不
蔽
身
、

 
 
 
 
 
 
唯
焼
蕎
棘
火
、
愁
三
夜
待
農
…
…

覇
粟
（
「
有
三
夜
如
門
、
高
声
催
納
粟
、
家
人
不
待
暁
、
場
上
張
燈
燭
揚
簸
浄
如
珠
、
一
車
三
十
鯖
、
猶
憂
納
不
中
鞭
責
及
僅
僕
…
…
）

45

ｪ
中
丞
（
百
人
無
一
直
…
…
）
 
 
4
6
秋
池
二
首

⑰
夏
旱
 
旱
日
華
炎
風
枯
旱
我
機
甲
…
…
多
望
万
歩
中
、
唯
農
最
辛
苦
欄
羨
望

 
 
 
 
歳
者
出
門
何
所
観
、
唯
見
多
勢
茨
羅
耳
偏
華
車
…
…
問
天
可
能
長
不

 
 
 
 
雨

48

@
友
 
 
4
9
丘
中
有
一
士
 
二
首

⑳
新
製
布
裏

三
布
白
似
雪
 
呉
綿
軟
於
雲
布
重
三
且
厚
 
三
雲
有
場
違
 
朝
至
難
至
暮

夜
三
眠
達
農
 
誰
知
厳
冬
月
 
是
体
暖
知
春

と
よ
ろ
こ
ぶ
。
と
こ
ろ
が
、
は
っ
と
自
省
す
る
。

中
夕
忽
有
念
 
撫
嚢
起
逡
巡
 
丈
夫
貴
兼
済
 
・
豊
独
善
一
身

丈
夫
た
る
も
の
は
、
．
一
身
の
安
楽
の
み
に
浸
っ
て
は
な
ら
ぬ
。

〆
）
）
〉
）
〉
＞
＞
＞
〉
〉
一
A
 
 
 
 
 
 
一

安
得
万
里
嚢
蓋
裏
周
四
坂
 
穏
暖
皆
如
我
 
天
下
無
寒
人

と
願
う
。
こ
れ
は
全
く
 
杜
甫
の
「
茅
屋
為
秋
風
所
三
三
」

八
月
秋
高
風
怒
号
 
年
三
屋
上
三
重
茅
…
…

ノ
ラ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
得
広
痩
千
万
間
 
大
庇
天
下
寒
士
倶
歓
顔
 
風
雨
不
動
安
如
山
 
鳴
呼
何
時

 
 
 
 
 
 
 
A

眼
前
突
兀
見
篭
屋
 
章
句
独
破
受
凍
死
盲
判

『
上
元
二
年
の
秋
、
暴
雨
風
の
た
め
、
沈
花
草
堂
の
茅
ぶ
き
の
屋
根
が
吹
き
飛

ば
さ
れ
た
時
の
歌
』
燗
P
『
杜
甫
』
目
加
田
誠
の
系
流
を
継
ぐ
詩
魂
で
あ
る
。
た
だ

し
、
杜
甫
の
、
自
己
は
凍
死
を
受
く
と
も
、
と
い
う
A
に
対
し
、
白
楽
天
の
穏

暖
如
我
と
い
う
κ
の
表
現
は
、
民
衆
を
お
も
う
切
迫
感
、
喚
び
お
こ
す
感
動
に

お
い
て
い
さ
㌧
か
弱
い
。
し
か
し
式
部
に
と
っ
て
は
初
め
て
接
す
る
詩
精
神
で

あ
る
。

51

ﾇ
園
申
喪
樹
 
 
 
 
 
'

52

ﾚ
墓

一
見
美
し
く
も
な
く
無
用
視
さ
れ
る
も
の
を
あ
げ
、
高
貴
、
時
を
え
た
る
人
間

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

の
み
の
宇
宙
で
は
な
い
事
を
、
貧
し
く
む
さ
い
大
衆
の
い
と
な
み
の
あ
る
こ
と

を
、
そ
れ
が
、
「
ど
っ
こ
い
、
生
き
て
い
る
」
こ
と
を
知
ら
し
め
よ
う
と
す
る
、

そ
の
事
実
を
感
傷
的
に
ガ
ア
く
わ
め
き
た
て
る
の
で
は
な
く
、
人
々
の
深
層

心
理
に
深
く
、
皮
肉
に
植
え
つ
け
よ
う
と
す
る
。
式
部
の
未
だ
目
に
し
た
こ
と

の
な
い
発
想
と
表
現
で
あ
る
。

53
�
ｸ
者
（
由
来
君
臣
聞
、
寵
辱
在
朝
暮
、
青
青
東
郊
草
中
里
帰
山
路
…
…

54
匤
?
 
5
5
文
柏
駄
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57 56洪
水
・
旱
魅
・
苛
役
に
責
ま
れ
る
庶
民
の
苦
し
み
と
、

れ
る
人
材
達
の
歎
き
を
繰
り
准
え
し
詠
出
し
、

な
遊
蕩
の
詩
を
さ
し
は
さ
む
。
読
む
者
の
心
に
じ
ん
と
ひ
び
く
政
治
批
判
の
声

で
あ
る
。
式
部
が
な
じ
ん
だ
和
歌
で
は
、
こ
の
よ
う
に
生
々
し
く
厳
し
く
庶
民

の
生
活
は
詠
出
さ
れ
な
い
。
唯
、
花
鳥
風
月
の
あ
は
れ
、
を
か
し
、
又
、
己
が

身
一
人
の
保
身
、
思
う
に
ま
か
せ
ぬ
立
身
出
世
、
空
し
く
老
い
る
述
懐
、
ま

ま
な
ら
ぬ
恋
の
悩
み
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
る
。
式
部
は
、
巻
一
薄
煙
で
、
頭
に

ガ
ン
と
一
撃
を
う
け
た
よ
う
な
シ
ョ
ッ
ク
と
、
詩
と
は
何
か
、
人
間
に
と
っ
て

文
芸
と
は
何
か
i
歌
や
物
語
、
そ
れ
は
人
に
と
っ
て
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か

一
と
考
え
こ
ん
だ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
即
ち
、
作
家
紫
式
部
の
開
眼
は
、

白
氏
文
集
、
史
記
に
よ
っ
．
て
な
さ
れ
た
、
と
筆
者
は
申
す
の
で
あ
る
。

 
巻
二
調
諭
ニ

ー
続
古
詩
十
首

○
戚
戚
復
戚
戚
 
懲
懲
遠
行
役
 
行
役
非
中
原
 
海
外
黄
沙
磧
 
伶
傍
独
居
妾

 
遣
逓
長
征
客
 
遺
墨
功
名
帰
 
妾
憂
生
死
隔
 
誰
家
無
夫
婦
 
何
人
不
離
抵

 
 
 
 
 
 
㈲

 
所
恨
薄
命
身
 
月
遅
一
日
迫
 
妾
共
有
存
没
 
妾
心
無
改
易
 
生
一
隅
中
婦

 
死
作
山
頭
石

，
○
掩
涙
別
郷
里
 
瓢
瓢
将
遠
行
…
…
暗
鳥
時
一
声
 
古
津
何
代
人
 
不
知
鵬
翼
・

渥
陽
三
長
泉
（
桂
・
修
竹
・
白
蓮
）

大
水
 
薄
陽
郊
郭
聞
、
大
水
歳
一
至
、
閻
四
半
漂
蕩
城
喋
多
士
墜
、
端
た

 
 
 
生
海
色
渤
漫
連
空
翠
風
巻
白
波
翻
日
電
紅
浪
至
適
商
徹
屋
去

 
 
 
牛
馬
登
山
避
 
心
当
率
適
時
頗
害
農
桑
事
 
独
有
庸
舟
子
 
鼓
柑

 
 
 
生
意
気
 
不
知
万
人
災
自
寛
錐
刀
利
 
我
無
奈
何
 
爾
非
久
得
志

 
 
 
九
月
霜
降
後
 
水
墨
為
平
地
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
登
用
さ
れ
ず
野
に
埋
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
れ
に
対
し
権
門
子
弟
の
豪
奢

源
氏
物
語
の
白
氏
文
集
受
容
 
一
認
諭
詩
の
場
合
1

 
名
 
化
作
路
傍
土
 
年
年
春
草
生
9
感
彼
忽
自
悟
 
今
我
何
営
営

○
栖
萱
門
方
士
 
読
書
三
十
年
 
業
骨
無
知
己
 
徒
歩
来
叢
叢
 
長
安
多
王
侯

 
英
俊
競
前
賢
 
幸
随
衆
賓
末
 
紀
年
門
飾
闘
…
…
主
人
終
日
歓
 
貧
賎
多
悔

 
尤
 
客
臣
終
夜
歎
 
帰
去
復
帰
去
 
故
郷
貧
亦
安

2
秦
中
吟
十
首
芳
序
 
そ
の
序
に
い
う
。

貞
元
元
和
之
際
 
予
在
長
安
 
聞
見
回
聞
 
有
足
悲
者
 
因
直
歌
其
事
 
命
為

秦
中
吟
 
と
。

貞
元
元
和
年
間
に
長
安
に
居
住
し
た
作
家
が
、
巷
間
に
聞
見
し
た
「
悲
し
む
に

足
る
も
の
」
を
「
直
ち
に
そ
の
事
を
歌
っ
た
」
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
秦
申

吟
と
命
名
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
民
の
悲
し
み
層
リ
ア
ル
に
歌
い
あ
げ
る
こ

と
に
詩
魂
を
傾
け
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
議
婚
-
貧
し
い
娘
に
と
っ
て
、

い
か
に
結
婚
が
む
つ
か
し
い
か
。
そ
れ
に
比
べ
富
家
の
女
は
容
易
に
嫁
す
る
こ

と
が
出
来
、
嫁
す
る
こ
と
早
う
し
て
夫
を
軽
ん
ず
、
と
切
々
と
訴
え
る
。
こ
の

「
議
婚
」
受
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

○
重
賦

 
厚
地
植
桑
麻
、
所
要
済
生
民
、
生
民
財
布
鳥
、
所
求
活
一
身
、
身
外
充
征
賦

 
上
以
奉
君
親
、
國
家
定
両
税
、
本
意
在
愛
人
、
'
蕨
初
湯
其
淫
、
明
勅
内
外
臣

 
税
外
加
一
物
、
皆
旧
任
法
論
、
奈
何
歳
月
久
、
貧
吏
得
因
循
、
俊
我
以
求
寵

 
敏
索
無
冬
春
、
織
絹
未
成
疋
、
繰
蒜
未
盈
斤
、
里
膏
追
我
納
、
不
許
暫
逡
巡

 
歳
暮
天
地
閉
、
夏
風
乱
破
村
、
夜
深
煙
火
書
、
霰
雪
白
紛
紛
、
幼
者
形
延
延

 
老
者
体
無
温
、
野
鶴
與
寒
気
、
併
入
鼻
中
辛
、
昨
日
輸
残
税
、
因
窺
官
庫
門

 
野
地
如
山
積
、
練
架
似
雲
影
、
号
為
羨
絵
物
、
比
比
献
至
尊
、
奪
我
身
上
暖

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈲
 
・

 
買
爾
眼
前
恩
、
進
入
曖
林
庫
、
歳
久
化
為
塵

詩
歌
に
し
て
こ
れ
程
、
痛
烈
な
難
詰
が
あ
ろ
う
か
。
我
が
身
上
の
暖
を
奪
っ
て
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…
…
…
と
は
、
ま
さ
に
そ
の
も
の
ず
ば
り
の
表
現
で
あ
る
。
新
製
布
嚢
で
あ
の

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
は
朝
に
夜
に
身
を
あ
た
た
め
る
こ
と
が
出
来
る
と
よ
ろ
こ

び
、
は
っ
た
と
、
よ
り
貧
し
い
庶
民
の
上
を
お
も
い
や
っ
た
彼
で
あ
っ
た
。
そ

れ
が
、
何
た
る
こ
と
か
、
㈲
の
よ
う
な
て
い
た
ら
く
で
あ
る
、
と
悲
憤
す
る
の

で
あ
る
。
式
部
は
、
こ
の
詩
に
も
い
た
く
感
動
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
末

摘
花
の
巻
に
お
い
て
、
光
君
に
「
幼
者
は
形
か
く
れ
ず
」
と
打
請
じ
さ
せ
る
。

こ
の
扱
い
方
も
後
述
に
ゆ
ず
る
。
た
ご
し
見
お
と
し
て
な
ら
な
い
の
は
、
式
部

が
巻
二
謁
諭
秦
中
吟
に
お
い
て
、
最
初
の
離
婚
か
ら
と
、
そ
れ
に
つ
ゴ
く
重
賦

か
ら
引
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
式
部
を
し
て
秦
強
吟
十
首
か
ら
二
首
も
と
ら
し

め
た
追
力
が
秦
三
吟
に
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

○
三
宅
○
傷
友
σ
不
致
仕
○
立
碑
○
軽
肥
〇
五
絃

・
○
歌
舞

 
秦
中
歳
云
暮
 
大
雪
満
副
番
 
雪
中
退
朝
者
 
朱
紫
鑑
王
侯
 
貴
有
風
雲
興

 
富
無
磯
回
憂
 
所
営
唯
三
宅
 
所
務
在
追
刷
 
朱
門
車
馬
客
 
紅
燭
歌
舞
檎

 
歓
甜
促
密
坐
 
酔
暖
脱
重
蓑
…
…
日
中
為
一
楽
 
夜
半
不
能
休
 
無
知
閲
郷

 
獄
中
有
凍
死
囚

貧
富
の
甚
し
い
へ
だ
た
り
、
庶
民
と
貴
顕
、
の
同
じ
人
間
と
も
思
え
ぬ
生
き
ざ

ま
を
如
実
に
提
示
す
る
。
．

○
月
花

3
明
車
五
首

 
吾
友
有
王
佐
之
才
者
幽
以
暴
君
済
人
為
己
任
 
識
者
深
許
之
 
因
贈
是
詩

 
以
広
其
志
云

こ
の
序
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
人
材
が
登
用
さ
れ
、
民
衆
の
生
活
が
安
定
す
る

行
政
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

4
寓
意
詩
五
首
0
5
読
史
流
首
0
6
和
答
詩
＋
首
0
7
有
木
詩
八
首
0
8
歎
魯
二
首

0
9
反
飽
遠
白
頭
吟
0
1
0
青
塚
O
n
雑
感

 
巻
胴
「
調
諭

σ
七
徳
舞
②
平
曲
歌
③
二
王
後

④
海
漫
漫
…
…
源
氏
物
語
胡
蝶
巻
引
用

⑤
立
部
伎
6
華
原
磐

⑦
上
陽
白
髪
人
…
…
源
氏
物
語
幻
巻
引
用

⑧
胡
施
女
⑨
新
豊
折
胃
翁
⑩
太
行
路
⑪
司
天
墓
⑫
捕
蛙
⑬
昆
明
春
水
野
⑭
無
塩

州
⑮
道
州
民
⑯
馴
犀
⑰
五
絃
弾
⑱
蛮
子
朝
⑲
腰
國
楽

20
寶
^
人
（
達
窮
民
心
情
也
）
…
レ
・
源
氏
玉
早
算
引
用

 
巻
四
 
調
諭
新
楽
府

①
騒
宮
高
②
百
練
鏡
③
青
石
④
両
朱
閣
⑤
西
涼
伎
⑥
八
駿
圖
⑦
澗
底
松
⑧
牡
丹

芳
⑨
紅
線
毯
⑩
杜
玉
筆
 
⑪
績
陵
⑫
費
中
起
⑱
母
別
子
⑭
陰
山
道
⑮
時
世
粧

⑯
李
夫
人
…
…
源
氏
 
蜻
蛉
巻
引
用

⑰
陵
園
妾
…
…
源
氏
 
手
習
巻
引
用

⑱
塩
商
婦
⑲
杏
為
梁
⑳
井
底
引
銀
瓶
⑳
宮
牛
⑳
紫
毫
筆
⑳
三
図
柳
⑳
草
中
荘
⑳

 
古
塚
狐
⑳
黒
翠
玉
⑳
天
分
度
⑳
秦
霞
幕
⑳
鵬
九
創
⑳
采
詩
官
。

謁
諭
四
巻
の
末
に
 
三
三
官
（
監
前
王
乱
亡
之
由
也
）

采
詩
官
采
詩
聴
認
導
人
言
言
者
無
罪
聞
者
誠
下
流
上
通
…
…
百
辟
入
門
皆
自
媚

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
チ
タ
リ

タ
郎
所
賀
皆
徳
音
春
官
毎
奏
唯
祥
瑞
 
君
之
堂
分
千
里
遠
 
君
門
分
九
重
尊

君
耳
音
聞
堂
上
言
，
君
眼
不
三
門
前
事
 
貧
吏
暴
民
無
黒
革
 
好
玉
章
君
無
所

畏
君
不
見
属
王
胡
亥
之
末
年
 
群
臣
有
利
 
君
無
利
 
君
分
 
君
分
．
願
聴
此

欲
下
帯
同
筆
蔽
「
釜
中
人
情
口
先
向
二
闘
詩
一
指
下
調
刺
一

を
据
え
る
。
君
た
る
者
が
民
庶
の
声
を
詩
を
介
し
て
き
、
と
る
べ
き
で
あ
り
、

（30）



調
諭
詩
は
國
の
政
治
の
本
を
正
す
も
の
で
あ
り
馬
民
の
生
命
を
護
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
講
諭
詩
を
、
紫
式
部
は
ど
の
よ
う
に
源
氏

物
語
の
上
に
生
か
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

 
凶
宅
夕
顔
型
幅
弓
木
重
心
末
摘
花
海
漫
漫
胡
蝶
上
陽
白
髪
人
幻
縛
平
人
玉
童
李
夫
人
蛸

蛉
陵
園
妾
二
和
習
 
 
八
首
九
回

紫
式
部
は
、
帯
木
～
手
習
に
及
ん
で
引
用
す
る
。
即
ち
、
源
氏
全
巻
か
き
あ
げ

る
迄
調
諭
の
詩
を
…
離
れ
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

 
結
論
を
い
え
ば
、
単
に
詩
句
の
引
用
に
よ
っ
て
情
景
を
も
り
あ
げ
る
、
或
は

作
中
人
物
に
諦
詠
さ
せ
る
一
そ
の
人
物
の
心
境
表
白
、
又
そ
の
教
養
を
表
現
す

る
為
に
一
と
い
っ
た
初
歩
的
か
つ
単
純
な
受
容
の
し
か
た
の
み
に
終
ら
な
い
。

白
詩
颯
諭
の
精
神
が
深
く
紫
式
部
の
心
底
に
溶
け
こ
ん
で
い
る
。
調
諭
詩
を
消

、
化
し
つ
く
し
、
自
己
の
営
養
と
し
お
え
た
、
即
ち
、
こ
れ
に
よ
っ
て
紫
式
部
の

社
会
に
対
す
る
、
人
間
に
対
す
る
目
は
深
ま
り
、
作
家
式
部
の
見
識
と
な
っ
た

，
上
で
、
自
由
自
在
に
引
用
す
る
段
階
に
達
し
て
い
る
と
申
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
凶
宅

長
安
多
大
宅
、
列
在
高
西
東
、
往
往
朱
門
内
、
房
廊
相
対
空
、
稟
鳴
松
桂
枝
、

狐
藏
蘭
菊
叢
、
蒼
苔
黄
葉
地
、
日
暮
多
野
風
、
前
主
為
鼠
子
、
得
罪
外
勤
庸
、

 
 
 
 
 
侮
 
 
 
 
 
 
に

後
主
為
公
卿
、
寝
疾
残
其
中
 
連
延
四
五
調
、
映
禍
継
相
鐘
、
自
從
十
年
來
、

不
利
主
人
翁
、
風
雨
壊
管
隙
、
蛇
鼠
穿
縞
塘
、
人
疑
不
敢
買
、
日
払
土
木
功
、

嵯
嵯
俗
人
心
、
甚
 
其
愚
蒙
、
但
恐
懸
賞
至
、
不
筆
禍
恩
遇
、
我
図
題
幽
幽
、

欲
悟
迷
者
智
、
上
議
大
官
人
、
恩
禄
多
高
崇
、
梅
郷
持
難
曲
、
位
高
口
早
窮
、

驕
隅
田
之
盈
、
老
者
数
之
終
、
廻
者
如
冠
盗
、
日
夜
加
重
攻
、
假
使
出
吉
上
、

敦
能
保
其
躬
、
因
小
回
明
大
、
借
家
可
諭
邦
'
周
秦
宅
蠕
函
、
其
宅
非
不
同
、

源
氏
物
語
の
白
氏
文
集
受
容
 
-
調
諭
詩
の
場
合
1

一
興
八
百
年
、
一
死
望
夷
宮
、
寄
語
家
與
國
、
人
里
非
宅
凶

こ
の
一
句
を
夕
顔
の
巻
に
用
い
る
。
某
の
院
の
荒
蓼
た
る
様
を
描
写
し
て

 
夜
申
も
過
ぎ
に
け
む
か
し
 
風
の
や
～
荒
々
し
う
吹
き
た
る
は
ま
し
て
松
の

 
鰹
木
深
く
聞
え
て
気
色
あ
る
鳥
の
か
ら
声
に
鳴
き
た
る
も
臭
は
こ
れ
に
や
と

 
覚
ゆ
…
…
此
方
彼
方
気
遠
く
疎
ま
し
き
に
人
声
せ
ず
…
…
火
は
灰
か
に
ま
た

 
、
き
て
母
屋
の
き
は
に
た
て
た
る
屏
風
の
上
、
こ
こ
か
し
こ
の
隈
々
し
く
見

 
ゆ
る
に
物
の
足
音
ひ
し
く
と
躇
み
鳴
ら
し
つ
㌧
後
よ
り
来
る
心
地
す
・
・
…
・

夕
顔
の
失
神
、
死
へ
と
も
り
あ
げ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
某
院
と
銘
う
つ
だ
け

あ
っ
て
、
昔
は
さ
る
権
門
の
宏
壮
閑
雅
な
邸
第
で
あ
っ
た
と
想
わ
れ
る
が
、
気

易
く
光
君
ア
バ
ン
チ
h
ー
ル
の
宿
と
な
る
程
、
当
今
は
使
用
さ
れ
る
こ
と
な
く

荒
れ
果
て
た
邸
宅
、
臭
・
狐
も
棲
息
す
る
か
と
疑
わ
れ
る
。
そ
の
背
景
に
凶
宅

の
詩
の
連
想
は
、
ま
窓
に
不
可
欠
で
あ
る
。
「
凶
宅
」
の
主
は
、
次
々
に
㈲
㈲

㈲
と
死
亡
、
罪
等
の
日
戸
に
あ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
不
吉
な
予
感
-
女
君
の

死
・
光
君
の
将
来
口
調
の
運
命
一
を
こ
こ
で
与
え
る
に
は
、
恰
好
の
連
想
。

文
集
に
習
熟
し
て
い
る
筈
の
光
君
の
想
念
の
中
に
、
作
者
地
の
文
の
中
に
、
当

然
将
来
さ
れ
る
べ
き
引
用
詩
句
で
あ
る
。
不
気
味
き
形
成
上
、
果
せ
る
か
な
、

そ
の
効
果
は
抜
群
で
あ
る
。
情
景
を
生
き
く
と
写
し
出
す
効
果
に
白
詩
を
引

用
す
る
場
合
を
又
、
「
海
漫
漫
」
に
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

○
海
漫
漫

海
漫
漫
、
直
下
無
口
傍
無
邊
、
雲
濤
煙
浪
最
深
慮
、
人
傳
中
有
三
神
山
、
山
上

多
生
不
死
藥
、
服
之
羽
化
為
天
仙
、
秦
皇
漢
武
信
此
語
、
方
士
年
年
采
藥
去
、

蓬
莱
今
古
但
聞
名
、
煙
水
荘
 
無
二
慮
、
海
漫
漫
風
浩
浩
、
眼
穿
不
見
蓬
莱
島
、

不
見
蓬
莱
不
敢
帰
、
童
男
単
寧
女
皇
中
老
、
墨
田
文
成
多
証
誕
、
上
元
太
一
虚

祈
濤
、
君
看
寒
山
頂
上
茂
金
頭
、
畢
童
悲
風
吹
蔓
草
、
何
況
国
元
聖
祖
五
千

〔3正〕



言
、
不
言
薬
不
言
仙
不
言
白
日
昇
青
天

 
六
條
直
轄
の
御
方
紫
の
上
の
栄
華
を
形
成
す
る
巻
は
、
秋
好
中
宮
の
挑
戦
に

報
い
よ
う
と
構
え
る
春
野
漫
の
胡
蝶
の
巻
で
あ
る
。
 
三
月
二
十
余
日
の
頃
ほ

ひ
、
 
春
の
御
殿
の
遊
宴
の
様
は
如
何
に
。
 
秋
好
中
宮
退
出
を
好
機
に
六
師
院

は
、
秋
の
御
殿
よ
り
春
の
御
殿
へ
と
通
ず
る
広
い
池
に
龍
頭
鶴
首
の
舟
を
浮
べ

さ
せ
、
童
男
卯
女
に
な
ぞ
ら
へ
て
美
し
い
若
女
房
を
の
せ
て
春
の
殿
へ
と
漕
ぎ

廻
ら
せ
る
。

 
南
の
池
は
此
方
に
と
ほ
し
か
よ
は
し
な
さ
せ
給
へ
る
を
小
さ
き
山
を
へ
だ
て

 
の
関
に
見
せ
た
れ
ど
そ
の
山
の
先
よ
り
漕
ぎ
廻
ひ
て
東
の
釣
殿
に
此
方
の
若

 
き
人
々
集
め
さ
せ
給
ふ
さ
る
大
き
な
る
池
の
中
に
樟
さ
し
出
で
た
れ
ば
ま
こ

 
と
の
知
ら
ぬ
國
に
来
た
ら
む
心
地
し
て
あ
は
れ
に
面
白
く
見
慣
は
ぬ
女
房
な

 
ど
は
思
ふ
中
島
の
入
江
の
岩
陰
に
…
…

○
風
吹
け
ば
浪
の
花
さ
へ
色
み
え
て
…
…
 
 
○
亀
の
上
の
山
も
…
…

○
春
の
池
や
井
手
の
川
瀬
に
…
…
 
 
 
 
 
○
春
の
日
の
…
…

 
な
ど
や
う
の
は
か
な
き
事
ど
噛
も
を
我
が
心
々
に
言
ひ
交
は
し
つ
～
行
く
方
も

 
帰
ら
む
里
も
忘
れ
ぬ
べ
う
若
き
人
々
の
心
を
移
す
に
こ
と
わ
り
な
る
水
の
面

 
に
な
む
…
…

目
を
凝
ら
し
て
み
て
も
亀
の
上
の
山
、
蓬
莱
山
は
見
え
ぬ
、
蓬
莱
由
を
尋
ね
あ

て
な
く
て
は
空
し
く
帰
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
、
蓬
莱
山
に
向
う
と
い
う
不
死
薬

を
飲
め
ば
、
不
老
不
死
の
身
を
保
て
よ
う
け
れ
ど
、
そ
れ
は
徐
福
や
文
成
の
誼

誕
の
言
で
あ
っ
て
、
蓬
莱
山
を
さ
が
し
あ
て
る
前
に
、
舟
中
に
、
童
男
卯
女
は

老
い
て
し
ま
っ
た
…
…
秦
の
始
皇
帝
・
漢
の
落
胆
が
、
そ
の
権
勢
富
貴
を
待
ん

で
不
老
不
死
の
薬
を
覚
め
し
め
た
愚
行
を
美
し
い
夢
幻
の
世
界
を
描
い
て
否
定

す
る
、
 
「
海
漫
々
」
を
も
っ
て
き
て
、
こ
れ
を
「
舟
中
老
」
で
は
な
く
、
又
、

「
不
見
蓬
棊
不
田
園
」
で
も
な
く
、
さ
な
．
が
ら
蓬
莱
を
お
も
わ
せ
る
築
山
、
こ

の
大
池
に
涯
ふ
龍
頭
鶴
首
の
舟
に
ゆ
れ
管
絃
の
ひ
び
き
に
心
奪
わ
れ
「
帰
ら
む

里
も
忘
れ
」
「
老
い
せ
ぬ
名
を
船
中
に
の
こ
さ
む
」
と
、
陶
然
と
な
っ
て
い
る

若
い
女
房
達
を
描
い
て
、
六
条
院
の
豪
華
絢
燗
た
る
春
の
殿
の
幻
想
美
を
現
出

さ
せ
る
。
じ
つ
に
巧
妙
な
引
用
に
よ
る
造
形
で
あ
る
。

 
李
夫
人
、
凌
愚
直
、
上
陽
白
髪
人

 
「
李
夫
人
」
は
蜻
蛉
巻
に
、
浮
舟
入
水
と
お
も
い
こ
ん
で
歎
く
薫
が
「
李
夫

人
」
の
詩
句
を
口
ず
さ
む
、

 
…
…
さ
ま
み
＼
に
思
ひ
乱
れ
て
人
木
石
に
あ
ら
さ
れ
ば
皆
情
あ
り
と
打
進
じ

 
て
臥
し
給
へ
り
…
…

桐
壼
巻
に
お
い
て
「
あ
け
く
れ
御
覧
ず
る
長
恨
歌
の
御
郵
亭
子
の
院
の
か
か
せ

給
ひ
て
伊
勢
貫
之
に
詠
ま
せ
た
ま
へ
る
大
和
言
葉
を
も
唐
土
の
詩
を
も
唯
そ
の

筋
を
ぞ
枕
言
に
せ
さ
せ
給
ふ
」
と
長
恨
歌
に
共
鳴
し
た
象
限
帝
と
同
じ
造
形
で

あ
る
。
心
情
形
成
に
効
果
を
狙
っ
た
場
合
で
あ
る
。

 
「
凌
園
妾
」
は
手
習
の
巻
に
引
く
。
浮
舟
の
か
た
い
決
意
も
だ
し
が
た
く
剃

髪
さ
せ
た
僧
都
が
、
若
く
美
し
・
い
浮
舟
の
い
た
い
た
し
い
尼
髪
姿
を
前
に
さ
と
・

す
中
、

 
何
か
お
ぼ
し
煩
ふ
べ
き
常
な
き
世
に
生
ひ
出
で
て
世
間
の
栄
華
に
願
ひ
ま
つ

 
は
る
y
限
り
な
む
所
狭
く
す
て
が
た
く
我
も
人
も
思
す
べ
か
ん
め
る
、
か
か

 
る
林
の
中
に
行
ひ
勤
め
給
は
む
身
ば
何
か
怨
め
し
く
も
恥
し
く
も
思
す
べ

 
き
、
こ
の
あ
ら
む
命
は
葉
の
薄
き
が
如
し
と
言
ひ
し
ら
せ
て
「
松
煙
に
曉
い

 
た
り
て
月
俳
徊
す
」
と
法
師
な
れ
ど
も
い
と
由
々
し
う
恥
か
し
げ
な
る
様
に

 
て
宣
ふ
事
ど
も
を
、
思
ふ
様
に
も
言
ひ
聞
か
せ
給
ふ
か
な
と
聞
き
み
た
り

松
柏
の
枝
に
風
が
わ
た
り
、
曉
ま
で
月
が
俳
徊
す
る
寂
翼
、
御
陵
を
守
る
は
、

花
の
か
ん
は
せ
を
も
つ
宮
女
、
妬
猜
に
あ
っ
て
罪
を
え
、
幽
閉
の
身
の
冒
し
い

、
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日
々
を
詠
じ
た
陵
園
妾
の
詩
句
を
、
僧
都
は
吟
毒
す
る
。
浮
舟
を
い
と
お
し
み

励
ま
す
僧
都
の
人
柄
が
に
じ
み
出
る
。

 
「
上
陽
白
髪
人
」
は
幻
の
巻
に
引
く
。
瀬
上
を
失
っ
て
悲
歎
に
く
れ
る
源
氏

が
、
そ
の
詩
句
を
口
ず
さ
む
。

 
五
月
雨
は
い
と
ゴ
な
が
め
暮
し
給
ふ
よ
り
外
の
事
な
く
さ
う
み
＼
し
き
に
十

余
日
の
月
花
や
か
に
さ
し
出
で
た
る
雲
間
の
珍
し
き
に
…
…
俄
に
立
ち
い
つ
る

村
雲
の
け
し
き
い
と
あ
や
に
く
に
て
、
お
ど
ろ
く
し
う
降
り
く
る
雨
に
そ
ひ

て
さ
と
吹
く
風
に
燈
籠
も
吹
き
惑
は
し
て
空
闇
き
心
地
す
る
に
「
窓
を
う
つ
声
」

な
ど
珍
ら
し
か
ら
ぬ
古
言
を
打
諦
じ
給
へ
る
も
折
か
ら
に
や
…
…

 
こ
れ
は
そ
の
後
、
「
『
玉
殿
螢
飛
ん
で
』
と
例
の
古
言
も
か
か
る
筋
に
の
み
口

な
れ
給
へ
り
」
と
同
じ
く
、
源
氏
の
甘
美
な
悲
愁
が
、
上
陽
白
髪
人
、
長
恨
歌

の
そ
れ
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
引
用
こ
そ
が
、
源
氏
の
心
情
形
成
に
必

須
不
可
欠
で
あ
る
と
式
部
は
思
っ
た
の
で
あ
る
。

 
「
縛
照
照
」
は
玉
童
の
巻
に
、
悲
痛
な
豊
後
介
の
心
情
造
形
に
援
引
す
る
。

父
の
遺
言
故
に
、
筑
紫
に
妻
子
を
の
こ
し
、
玉
覧
を
守
っ
て
上
洛
の
船
中
、
前

途
の
不
安
、
遺
棄
し
て
き
た
妻
子
の
生
活
は
い
か
に
と
涙
す
る
。
そ
れ
は
ま
さ

に
胡
地
に
妻
子
を
残
し
て
身
一
つ
で
漢
土
に
も
ど
り
な
が
ら
漢
土
で
胡
虜
と
し

て
酷
使
さ
れ
坤
吟
ず
る
縛
氏
人
の
心
境
に
外
な
ら
な
い
、

○
縛
戎
人
 
達
窮
民
之
情
也
．

旧
慣
人
縛
七
人
、
耳
漏
聖
岳
駆
入
戸
、
天
子
衿
憐
不
忍
殺
、
詔
徒
東
南
呉
與

越
、
黄
衣
小
使
録
姓
名
、
吊
出
長
安
乗
急
行
、
心
々
金
瘡
面
多
瘡
、
扶
病
面
起

日
一
騨
、
朝
喰
飢
渇
費
杯
盤
、
夜
臥
像
躁
汚
細
細
、
忽
逢
高
水
、
直
交
河
、
垂

手
四
声
、
鳴
咽
歌
、
其
中
一
造
語
諸
虜
、
爾
聖
目
多
、
我
苦
多
、
同
伴
差
入
因

借
問
、
欲
説
喉
中
気
憤
憤
、
自
画
、
郷
官
本
凍
原
、
太
暦
年
中
没
落
蕃
、
 
一

源
氏
物
語
の
白
氏
文
集
受
容
 
一
謁
諭
詩
の
場
合
1

落
壷
中
四
十
載
、
身
唐
皮
求
衣
繋
毛
帯
、
唯
許
正
朝
漢
儀
、
敏
衣
雑
巾
、
潜
涙

垂
、
誓
心
定
帰
郷
計
、
不
使
蕃
中
妻
子
知
、
暗
思
幸
有
残
筋
骨
、
更
恐
嵩
置
帰
不

得
、
蕃
候
爵
兵
、
認
識
飛
、
脱
身
冒
豊
門
逃
帰
、
書
伏
道
行
経
大
当
、
雲
陰
月

黒
風
沙
悪
、
驚
蔵
青
塚
、
寒
草
疎
、
楡
度
黄
河
夜
氷
薄
、
忽
首
鼠
福
運
尊
影
、

路
傍
走
出
再
拝
迎
、
游
騎
不
要
能
漢
語
、
将
軍
遂
縛
作
鼠
尾
、
配
向
江
南
卑
平

地
、
三
無
存
邨
、
空
防
備
、
夏
春
無
声
仰
野
天
、
若
為
辛
苦
度
盛
年
、
笠
原
郷

井
不
得
見
、
胡
地
妻
児
虚
棄
、
乱
心
蕃
被
囚
、
思
漢
土
、
帰
漢
被
髪
、
為
蕃
虜
、

早
知
如
此
、
悔
帰
来
、
両
面
寧
如
一
慮
苦
、
血
縁
人
、
漁
人
之
中
我
苦
辛
、
自

古
此
冤
、
応
未
有
、
漢
心
漢
語
吐
蕃
身

 
川
尻
と
い
ふ
所
近
づ
き
ぬ
と
い
ふ
に
ぞ
少
し
い
き
い
つ
る
心
地
す
る
例
の
舟

 
子
ど
も
唐
泊
よ
り
川
尻
押
す
程
は
と
謡
ふ
声
の
情
な
き
も
哀
れ
に
聞
ゆ
豊
後

 
介
哀
れ
に
懐
か
し
く
謡
ひ
す
さ
び
て
「
い
と
愛
し
き
妻
子
も
忘
れ
ぬ
」
と
て

 
思
へ
ば
げ
に
ぞ
皆
打
捨
て
て
け
る
如
何
な
り
ぬ
ら
む
は
か
み
＼
し
く
身
の
助

 
と
思
ふ
郎
等
ど
も
は
皆
み
て
き
に
た
り
我
を
あ
し
と
思
ひ
て
お
ひ
ま
ど
は
し

 
て
如
何
し
な
す
ら
む
と
思
ふ
に
心
弱
く
打
泣
か
れ
ぬ
「
胡
の
地
の
妻
子
を
空

 
し
く
捨
て
く
つ
」
と
講
ず
る
を
兵
部
の
君
き
き
て
…
…
帰
る
方
と
て
も
そ

 
の
所
と
い
き
つ
く
べ
き
故
郷
も
な
し
知
れ
る
人
と
い
ひ
よ
る
べ
き
頼
し
き
に

 
も
覚
え
ず
唯
一
所
の
御
為
に
よ
り
こ
㌧
ら
の
年
月
住
み
な
れ
つ
る
世
界
を
は

 
な
れ
て
浮
べ
る
波
風
に
漂
ひ
て
思
ひ
廻
ら
す
歪
な
し
こ
の
人
を
も
い
か
に
し

 
な
し
奉
ら
む
と
す
る
ぞ
と
あ
き
れ
て
覚
ゆ
れ
ど
…
…

「
諸
書
人
」
の
一
句
「
胡
地
の
妻
子
を
云
々
」
を
製
す
る
豊
後
介
、
そ
れ
を
聞

い
て
同
じ
境
遇
の
兵
部
の
君
も
の
こ
し
て
き
た
夫
の
上
に
お
も
い
を
や
る
、
ま

こ
と
に
「
た
け
高
く
」
悲
し
い
別
れ
の
情
感
形
成
に
、
て
れ
亦
、
な
く
て
は
な

ら
ぬ
、
美
し
い
が
重
く
苦
し
い
自
詩
孤
論
の
世
界
で
あ
る
。

 
さ
て
、
「
重
出
」
の
詩
句
を
う
ら
ぶ
れ
た
旧
邸
に
棲
む
末
摘
花
を
訪
れ
た
貴
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公
子
、
今
を
さ
か
り
と
と
き
め
く
当
帝
号
二
子
の
光
君
が
口
ず
さ
む
。
教
養
と

し
て
学
ん
だ
白
詩
の
詩
句
が
、
雪
の
門
を
あ
け
よ
う
と
寒
さ
に
こ
ご
え
る
翁
と

そ
の
女
、
孫
を
見
や
っ
て
、
ぬ
く
く
絹
に
つ
つ
ま
れ
た
光
君
は
彼
等
の
こ
ご

え
る
寒
さ
を
考
え
よ
う
と
も
せ
ず
、
幽
鼻
の
先
を
赤
ら
め
て
寒
が
っ
て
い
た
末
摘

花
を
お
も
い
出
し
て
微
笑
し
な
が
ら
で
あ
る
。
「
悲
騎
行
」
に
お
い
て
権
門
の

年
少
子
弟
の
さ
ま
が
詠
出
さ
れ
て
い
た
。
「
貧
吏
」
で
は
な
い
が
、
為
政
者
、

税
を
懐
中
す
る
者
、
富
め
る
者
一
門
と
、
納
税
者
、
統
治
さ
れ
る
民
、
貧
し
ぎ

者
と
の
対
比
が
こ
こ
に
も
あ
る
。
地
の
文
、
語
り
の
立
場
は
光
君
の
側
か
ら
な

さ
れ
る
。
し
か
し
、
読
者
、
受
容
者
は
光
君
の
側
か
ら
の
み
受
容
は
し
な
い
。

そ
れ
を
計
算
に
入
れ
て
の
上
で
あ
る
。
け
だ
し
複
雑
な
深
み
が
出
て
い
る
の
で

あ
る
。

○
議
婚

天
下
無
正
声
、
悦
耳
即
玉
葉
、
人
間
無
正
色
、
嘱
目
即
為
書
、
顔
色
国
訴
遠
、

貧
富
則
有
恩
、
至
重
魔
所
棄
、
富
零
時
所
趨
、
紅
櫻
富
家
女
、
金
縷
繍
羅
儒
、

見
人
不
敏
手
、
嬌
凝
二
八
初
、
母
兄
未
開
口
、
已
還
不
須
奥
、
零
丁
貧
家
女
、

寂
室
二
十
蝕
、
荊
鍍
不
直
銭
、
玉
上
無
真
珠
、
幾
廻
人
欲
聰
、
田
野
又
蜘
踊
、

主
人
會
良
媒
、
置
酒
満
内
発
、
四
座
且
勿
飲
、
聴
我
歌
両
途
、
富
家
女
真
嫁
、

嫁
早
漏
其
者
、
貧
家
女
難
嫁
、
嫁
晩
孝
拝
領
、
聞
君
欲
婆
婦
、
婁
寒
雷
何
如

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
o
り
一

ま
だ
文
章
の
生
に
侍
り
し
時
 
賢
き
女
の
例
を
な
む
見
給
へ
し
…
…

そ
れ
は
あ
る
博
士
の
も
と
に
学
問
な
ど
し
侍
る
と
て
ま
か
り
通
ひ
し
程
に
主
人

の
女
ど
も
多
か
り
と
聞
き
給
へ
て
は
か
な
き
序
に
言
ひ
よ
り
て
侍
り
し
を
親
聞

き
つ
け
て
杯
も
て
い
で
て
「
我
が
両
の
途
歌
ふ
を
き
け
」
と
な
む
聞
え
こ
ち
侍

り
し
か
ど
を
さ
く
打
解
け
て
も
ま
か
ら
ず
か
の
親
の
心
を
逸
り
て
流
石
に
か

㌧
づ
ら
ひ
侍
り
し
程
に
い
と
哀
れ
に
思
ひ
後
見
、
寝
覚
の
語
ら
ひ
に
も
身
の
才

つ
き
朝
廷
に
仕
う
ま
つ
る
べ
き
道
々
し
き
事
を
教
へ
て
い
と
清
げ
に
消
息
文
に

も
假
字
と
い
ふ
も
の
を
書
き
交
ぜ
ず
う
べ
ぐ
し
く
言
ひ
ま
は
し
は
-
べ
る
に
お

の
つ
か
ら
え
ま
か
り
た
え
で
、
そ
の
者
を
師
と
し
て
な
む
僅
な
る
腰
折
文
作
る

事
な
ど
習
ひ
侍
り
し
か
ば
今
に
そ
の
恩
は
忘
れ
侍
ら
ね
ど
懐
か
し
き
妻
子
と
三

三
ま
む
に
無
才
の
人
生
悪
な
ら
む
振
舞
を
見
え
む
に
恥
し
く
な
む
見
え
侍
り
し

…
…
「
月
頃
風
病
重
き
に
た
へ
か
ね
て
極
熱
の
草
薬
を
服
し
て
い
と
臭
き
に
よ

り
な
む
え
対
面
賜
は
ら
ぬ
目
あ
た
り
な
ら
ず
と
も
さ
る
べ
か
ら
む
雑
事
ら
は
承

ら
む
」
と
い
と
哀
れ
に
う
べ
く
し
く
い
ひ
侍
り
…
…
げ
に
そ
の
臭
ひ
さ
へ
花

や
か
に
立
ち
そ
へ
る
も
す
べ
な
く
て
…
…
こ
れ
よ
り
珍
し
き
事
は
侍
ひ
な
む
や

と
て
下
り
ぬ

 
雨
夜
の
品
定
め
に
、
文
章
生
出
身
の
藤
式
部
丞
を
登
場
さ
せ
、
博
士
の
家
庭

を
造
形
す
る
。
生
真
面
目
一
徹
の
賢
女
。
門
弟
の
文
学
生
が
娘
に
通
う
と
知
っ

て
飛
び
つ
く
思
い
で
議
婚
を
口
ず
さ
み
杯
を
す
、
め
る
博
士
。
そ
．
れ
を
極
め
て

ク
ー
ル
に
み
て
「
我
が
道
を
ゆ
く
」
式
部
丞
。
す
で
に
て
の
談
話
を
す
る
時
点

に
お
い
て
、
㈲
に
よ
れ
ば
彼
女
は
過
去
の
忘
ら
れ
た
女
性
と
な
っ
て
い
る
。
「
北

方
」
な
ど
に
し
て
い
る
気
配
は
な
い
。
調
諭
詩
議
婚
に
こ
め
ら
れ
た
白
楽
天
の

訴
え
を
よ
そ
に
、
こ
れ
を
よ
ん
で
胸
に
少
し
は
こ
た
え
た
筈
の
中
国
の
読
書
子

も
日
本
の
青
年
も
、
い
さ
㌧
か
も
影
響
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
貧
寒
な
学
者
の
娘

は
、
そ
の
野
暮
な
純
情
は
、
貴
公
子
達
の
雨
夜
の
一
笑
話
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
、

と
い
う
、
実
に
鮮
や
か
な
議
婚
受
容
の
手
法
で
あ
る
。
更
に
式
部
は
、
議
婚
の

世
界
を
如
実
に
実
現
し
て
み
せ
る
。
東
屋
巻
に
お
い
て
、
浮
舟
が
、
常
陸
守
の

実
子
で
は
な
く
、
富
裕
な
国
守
の
後
援
が
の
ぞ
め
ぬ
故
親
王
女
と
知
っ
て
少
将

は
態
度
一
変
。

少
将
の
君
に
参
で
て
「
し
か
ぐ
な
む
」
と
申
し
け
る
に
気
色
あ
し
う
な
り
ぬ

「
初
め
よ
り
更
に
守
の
御
女
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
事
を
な
む
き
か
ざ
り
つ
る
同
じ
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ご
と
な
れ
ど
人
聞
も
気
劣
り
た
る
心
地
し
て
交
せ
む
に
も
よ
か
ら
ず
な
む
あ
る

べ
き
…
…
さ
や
う
の
辺
に
、
い
き
通
は
む
人
の
を
さ
く
許
さ
ぬ
事
な
れ
ど
今
様

の
事
に
て
は
替
あ
る
ま
じ
う
、
も
て
あ
が
め
て
後
見
だ
つ
に
罪
隠
し
て
な
む
あ

る
を
…
」
…
「
ま
こ
と
に
守
の
女
と
思
さ
ば
ま
だ
若
う
な
ど
お
は
す
と
も
し
か

伝
へ
侍
ら
む
か
し
申
に
当
る
を
な
む
姫
君
と
て
守
は
い
と
か
な
し
う
し
給
ふ
な

る
」
と
聞
ゆ
「
い
さ
や
初
め
よ
り
し
か
い
ひ
よ
れ
る
事
を
お
き
て
又
言
は
む
こ

そ
う
た
て
あ
れ
、
さ
れ
ど
我
が
本
意
は
か
の
守
の
主
の
人
柄
も
物
々
し
く
大
人

し
き
人
な
れ
ば
後
見
に
せ
ま
ほ
し
う
、
見
・
る
所
あ
り
て
思
ひ
始
め
し
事
な
り
。

専
ら
顔
容
貌
の
勝
れ
た
ら
む
女
の
願
ひ
も
な
し
。
品
あ
て
に
艶
な
ら
む
女
を
願

は
ば
易
く
得
つ
べ
し
。
さ
れ
ど
寂
し
う
事
打
合
は
ぬ
み
や
び
好
め
る
人
の
果
々

は
物
清
く
も
な
し
、
人
に
も
人
と
も
覚
え
た
ら
ぬ
を
見
れ
ば
、
少
し
人
に
そ
し

ら
る
と
も
な
だ
ら
か
に
て
世
の
中
を
す
ご
さ
む
事
を
願
ふ
な
り
。

語
ら
ひ
て
さ
も
と
許
す
気
色
あ
ら
ば
何
か
は
さ
も
」
と
宣
ふ

守
に
か
く
と

あ
れ
程
懇
望
し
、
「
契
り
し
程
を
待
ち
つ
け
で
『
同
じ
く
は
疾
く
』
と
媒
に
催

促
し
て
い
た
左
近
少
将
は
、
．
「
猶
一
わ
た
り
は
辛
し
と
思
は
れ
人
に
は
少
し
磯

ら
る
と
も
な
が
ら
へ
て
頼
も
し
き
事
を
こ
そ
と
い
と
ま
た
く
賢
き
君
に
て
思
ひ

と
り
て
け
れ
ば
日
を
だ
に
取
り
替
へ
で
契
り
し
暮
に
ぞ
お
は
し
始
め
け
る
」
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む
 
 
 
む

い
う
為
体
で
あ
る
。
こ
の
少
将
「
ま
た
く
賢
き
君
に
て
」
と
地
の
文
で
皮
肉
く

る
。
い
つ
の
世
に
も
ざ
ら
に
あ
る
計
算
高
い
イ
ン
テ
リ
青
年
を
、
ま
こ
と
生
生

し
く
造
形
し
あ
げ
る
に
い
た
っ
た
。
議
婚
受
容
も
行
き
つ
く
と
こ
ろ
ま
で
行
き

つ
い
た
と
評
す
べ
き
で
あ
る
。

 
背
景
・
舞
台
造
形
に
、
-
登
場
人
物
の
心
情
形
成
に
、
引
用
さ
れ
る
段
階
は
、

ま
だ
容
易
で
あ
る
。
「
議
婚
」
引
用
の
美
事
さ
は
、
源
氏
物
語
世
界
全
体
に
濃

る
人
間
観
、
「
哀
れ
」
の
造
形
に
必
須
不
可
欠
の
要
因
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

調
諭
詩
は
、
式
部
の
血
肉
と
申
す
か
、
思
想
と
、
す
で
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

源
氏
物
語
の
白
氏
文
集
受
容
 
「
調
諭
詩
の
場
合
1

申
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。

！
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